






















This paper is a translated version of the first jury-trial 
record in the occupied Okinawa, Japan, in July 1964.
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まったとか、終わったとか、そういうものではないんです。
裁判長：　 さらに質問がありますか？
マクレラン代理人： 　ありません。
裁判長： 　ヘイグッドさんは？
ヘイグッド代理人： 　これ以上の質問はありません。
裁判長： 　たいへんありがとうございました。
（証人は許されて、退席した。）
マクレラン代理人：　 被告側の議論は以上です。
裁判長：　陪審員の皆さん、これで原告と被告の言い分は、最終弁論を除いて、
すべて述べられました。規則によれば、まあ私は良い規則だと思うのです
が、最終弁論の前に、様々な説示を決めなくてはなりません。ということ
で、ここで陪審の皆さんを解放するのが良いのではないかと思います。説
示を決めて、定時の１時30分に皆さんに集まっていただき、最終弁論と、
その後の説示を与えたいと思います。それで良いですか？
ヘイグッド代理人： 　結構です。
マクレラン代理人：　結構です。しかし、この時期に、私が出した動議につい
て、更新したいと思います。
裁判長： 　はい。その動議については、処分は保留とします。規則はそうす
ることを許しています。動議については処分を保留とします。
陪審員の皆さん、これから今日の午後１時30分まで、皆さんは解散させ
られます。戻ってきて、両代理人の最終弁論を聞き、それから私の説示を
聞いてから、審議のために別室に入ることになります。普通、最終弁論は
そんなに時間を取りませんし、私の説示も同様です。私たちの議論におい
て、説示にそんなに問題があることは予測していません。それよりも時間
がかかる場合には、皆さんにお知らせします。
今日の午後１時30分まで休憩を入れますが、皆さんは、訴訟のたいへん
重要な時点にいることを注意しておきたいと思います。この休み時間に、
皆さんの誰とも、あるいは他の誰とも、この訴訟のことについて、話して
はいけません。今日の午後１時30分まで休みます。
（法廷は1964年７月９日午前10時20分に休廷した。）
続く（以下、マテシス・ウニウェルサリス第21巻１号掲載予定）
沖縄の民事陪審（４）―記録から見た庶民の力―
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